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『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 18 回『「倒れても 勇気と忍耐とを足とすれば、再興必定」〜 人生の法則 〜』 

 

今日（8月 15日）は、終戦 75年の日である。 思えば、私の名前には『興』が

使用されている。 それは、2人の息子を 戦争で亡くし、末娘（私の母、父は婿

養子）が継いだ「木綿屋」家を『興』す ようにと 今は亡き祖父が 命名したと 

私は、幼き日から聴いて育ったものである。「倒れても 勇気と忍耐とを足とす

れば、再興必定。これもまた 人生の法則」（新渡戸稲造）が、鮮明に蘇った。 

人生は、「生みの親」と「育ての親」の相互作用である。 「本当の自分の姿を 

見てくれる人がいたなら 周りの人生も 豊かにしてくれる。」ことを、「がん

哲学外来」の個人面談で、実体験する日々である。  

 

特別養子縁組も増えない日本社会においては、「がん哲学外来・カフェ」の意

義は ここにもあろう！  まさに、「植えー＞ 水を注ぎー＞ 成長させる」（I コ

リント ３章６節）の法則である。 今月 28 日は、「目白がん哲学外来カフェ」

４周年記念講演会が 企画されている（次ページ）。 乞うご期待である。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 


